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「第２部 各論（北多摩北部保健医療圏での取組）」では、健康づくり、医療体制など項目ご

とに「現状」「課題」「今後の取組」等を記載しています。 

 

現状 国や都の動向、圏域の現状、これまでの取組状況、関連するデータやグラフ等 

課題 
前プラン（計画期間：平成 30年度～令和 5年度）の取組状況評価等において

明らかになった、本プラン計画期間における圏域各機関が取り組む上での課題 

今後の取組 本プラン計画期間において、圏域各機関が、課題に対して推進するべき取組 

重点目標 
原則として各項目の「今後の取組」の中から「特に重点的に取り組む施策であ

り、不可欠な取組」を選定し、進行管理や評価を実施 

指標 
「重点目標」の達成状況の進行管理や評価のための項目・数値で、計画期間（令

和６年度～令和 11年度）に、圏域において達成すべきレベルまたは目標 

コラム 圏域における先進事例や好事例、最近のトピックスなど 

 

また、上位計画である東京都保健医療局の「保健医療計画」、「健康推進プラン 21」、「感染

症予防計画」等や東京都福祉局の「高齢者保健福祉計画」、「障害者・障害児施策推進計画」等

の改定内容を反映させています。 

なお、本プランは、圏域の保健医療を総合的に推進するための包括的な計画であるため、高

齢者や障害者等に関する施策については、保健・医療に関わる分野を中心に取り扱っています。 
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第２章 北多摩北部保健医療圏の保健医療の現況 

第１節 保健医療圏と基準病床数 

１ 保健医療圏 

全ての都民が住み慣れた地域で安心して生活していくためには、都民が必要とする保健

医療サービスを、いつでも、どこでも、だれでも必要に応じて適切に受けることができるよ

うにする必要があります。 

保健医療圏とは、こうした都民の保健医療ニーズに的確に対応するため、保健医療資源の

適切な配置を図るとともに、適切な保健医療サービスの提供や医療提供施設相互の機能の分

担と連携を推進し、疾病の発症予防から早期の発見や治療、リハビリテーションなど総合的

な保健医療提供体制の体系を構築するための地域的単位です。 

都では、「東京都保健医療計画」において、地域の保健医療ニーズに対して、都民に最も

適切な保健医療サービスを提供していく上での圏域として、3 つの保健医療圏を設定して

います。 

  

  ＜一次保健医療圏＞ 

一次保健医療圏は、地域住民の日常生活を支える健康相談、健康管理、疾病予防や頻度の

高い一般的な傷病の治療など住民に密着した保健医療サービスを、福祉サービスと一体と

なって総合的、継続的に提供していく上での最も基礎的な圏域で、市町村を単位としていま

す。 

 

  ＜二次保健医療圏＞ 

二次保健医療圏は、原則として、特殊な医療を除く一般的な保健医療ニーズに対応し、圏

域内で入院医療を概ね完結するとともに、医療機関の機能連携に基づく医療サービスと広

域的・専門的な保健医療サービスとの連携などによる包括的な保健医療サービス提供体制

の整備を図るための地域的単位です。医療法の規定により、主として病院の病床及び診療所

の病床の整備を図るべき地域的単位として設定する医療計画上の区域でもあります。 

都は、都内に 13 の二次保健医療圏（区部 7、多摩 5、島しょ 1）を設定しています。当

圏域は、小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市及び西東京市の 5 市で構成されています。 

なお、「東京都地域医療構想」（平成 28 年 7 月）は、地域における病床の機能分化及び連

携を推進するための区域である「構想区域」を「病床整備区域」である二次保健医療圏と同

一区域に設定しています。 

 

  ＜三次保健医療圏＞ 

三次保健医療圏は、一次及び二次の保健医療体制と連携の下に、特殊な医療提供を確保す

るとともに、東京都全域での対応が必要な保健医療サービスを提供する上での区域であり、

その体制を整備していくための地域的単位で、東京都全域となります。 
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２ 基準病床数 

 基準病床数は、病床の適正配置の促進と適切な入院医療の確保を目的に、病床整備の基準

として、医療法の規定に基づき病床の種類ごとに定められ、適切な入院医療を確保するため

のものです。 

 療養病床及び一般病床は二次保健医療圏ごとに、精神病床、感染症病床及び結核病床は三

次保健医療圏（東京都全域）でそれぞれ定めることとされています。療養病床とは病院又は

診療所の病床のうち主として長期にわたる療養を要する患者が入院するための病床をいい、

一般病床とは病院又は診療所の病床のうち療養病床、精神病床、感染症病床及び結核病床を

除いた病床をいいます。 

 東京都保健医療計画(令和 6 年 3 月改定)で、この圏域の療養病床及び一般病床の基準病

床数は、6,351 床と定められました。病床の整備に当たっては、圏域内の医療資源の配置

や医療機関相互の機能連携の状況等地域の実情を十分踏まえるとともに、関係区市町村や

民間医療機関等と緊密な連携を図りながら進める必要があるとされています。 

また、三次保健医療圏（東京都全域）で算定する精神病床、結核病床及び感染症病床の基

準病床数は、以下のとおりです。 

  

 

（単位：床）令和6年2月1日現在

二次保健医療圏 基準病床数 既存病床数

区 中 央 部 5,657 13,271

区 南 部 7,972 8,139

区 西 南 部 9,874 9,731

区 西 部 8,276 10,028

区 西 北 部 15,589 14,651

区 東 北 部 11,405 10,996

区 東 部 10,713 9,307

西 多 摩 3,328 4,086

南 多 摩 11,960 10,568

北多摩西部 5,074 4,321

北多摩南部 7,512 7,285

北多摩北部 6,351 5,730

島 し ょ 255 80

計 103,966 108,193

出典：東京都保健医療局「東京都保健医療計画」（令和6年3月改定）

（単位：床）令和6年2月1日現在

区域 病床区分 基準病床数 既存病床数

精神病床 19,396 20,555

結核病床 216 349

感染症病床 153 126

出典：東京都保健医療局「東京都保健医療計画」（令和6年3月改定）

東京都全域

資料

資料
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第２節 地域特性と人口構造等 

1 地理的条件  

当圏域は、小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市及び西東京市の５市からなり、圏域の面

積は 76.51ｋm2で東京都全体の 3.5％を占めています。 

この圏域は、多摩地域の北東部、いわゆる武蔵野台地に位置し、圏域の北端では埼玉県、東

は練馬区と接しています。管内を東西に西武池袋線・新宿線が通り、ほぼ平行して新青梅街道・

青梅街道が通っています。南北には、西武多摩湖線・国分寺線、ＪＲ武蔵野線が、また小金井

街道・府中街道が通っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏域内には近郊農業の農地や樹林地等もあり、

武蔵野の緑が残る中、自然と調和した良好な住環

境が保たれています。住宅地と農村地帯が共存す

る地域として発展してきましたが、昭和 30 年代

以降、住宅の建設が急増し、都心通勤に至便な距離

にある住宅都市としての性格を強く持つようにな

ってきています。 

当圏域の土地利用の状況をみると、多摩地域の

中では、宅地の占める割合（59.1％）が高くなっ

ています。また農用地の占める割合（10.2％）も

多摩都市部の平均（5.9％）と比べて高く、森林面

積の割合は 2.4％で、多摩都市部の 29.7％と比べ

るとかなり低くなっています。 資料：東京都都市整備局 

「東京の土地利用 令和 4 年多摩・島しょ地域」 

 

当圏域の土地利用状況 

東村山市

小平市

西東京市

東久留米市

清瀬市

多摩小平保健所

小平市役所

東村山市役所

東久留米市役所

清瀬市役所

西東京市役所
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２ 人口構造 

■人口及び昼間人口指数 

「令和 2 年国勢調査」（令和 2 年 10 月 1 日現在、外国人を含む。）によると、当圏域の人

口は 749,421 人で、東京都の総人口の 5.3％を占めています。 

圏域の昼間人口は、630,426 人、夜間人口は 749,421 人で、昼間人口指数（昼間人口／

夜間人口×100）は市部より低くなっています。これは、常住人口のうち、区部など他の圏域

へ通勤・通学している割合が相対的に高いことを表しており、ベッドタウン的性格を反映して

います。 

 
 

■年齢区分別人口構成 

また、年齢区分別では年少人口（0～14 歳）の割合が 12.1%で、東京都（11.3%）や全国

（11.6%）を上回っています。一方、高齢者人口（65歳以上）の割合は25.6%で、全国（29.0%）

を下回っているものの、東京都（22.7%）を上回っています。 

 
資料：総務省「人口推計」、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口 令和 5 年 1 月」 

（人口：人、令和2年10月1日現在、外国人を含む。）

人口 昼間人口 夜間人口 昼間人口指数

14,047,594 16,315,279 14,047,594 116.1

9,733,276 12,346,348 9,733,276 126.8

4,234,381 3,883,827 4,234,381 91.7

749,421 630,426 749,421 84.1

小平市 198,739 176,977 198,739 89.0

東村山市 151,815 124,202 151,815 81.8

清瀬市 76,208 65,931 76,208 86.5

東久留米市 115,271 95,619 115,271 83.0

西東京市 207,388 167,697 207,388 80.9

区分

東京都

区部

市部

当圏域

資料：総務省統計局 

「令和 2 年国勢調査」 

昼間人口指数： 

昼間人口÷夜間人口×100 
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■人口の推移 

 「国勢調査」及び「東京都男女年齢（５歳階級）別人口の予測」によると、当圏域の人口は

令和７年まで増加が続きますが、その後減少に転じ、令和 27 年には 70 万人を下回ると予測

されています。 

年齢区分別に見ると、当圏域では年少人口（０～14 歳）及び生産年齢人口（15～64 歳）

が年々減少している一方で、高齢者人口（65 歳以上）は増加しており、今後もこの傾向が続

く見通しです。また、前期高齢者（65～74 歳）の増加数以上に後期高齢者（75 歳以上）が

増えており、令和２年には全体の約 14％が後期高齢者となりました。 

東京都と比較すると、年少人口の割合については当圏域が東京都を上回る一方で、生産年齢

人口については当圏域が東京都を下回り、高齢者人口については当圏域が東京都を上回ってい

ます。令和７年以降もこの傾向が続くと予測されています。 

 

 
注１：各年 10 月 1 日現在 

注２：昭和 60 年～令和 2 年は実数。令和 7 年～令和 27 年は推計値 

資料：総務省「国勢調査」、東京都総務局「東京都男女年齢(5 歳階級)別の人口の予測」（令和5年 3 月） 
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■世帯数の予測 

「東京都世帯数の予測」によると、世帯数は令和 12 年の約 35 万 9 千世帯をピークに、そ

の後減少に転じ、令和 27 年には約 34 万 4 千世帯になると推計されています。一方、世帯主

が 65 歳以上の単独及び夫婦のみの世帯は年々増加が予測され、令和 27 年には約 10 万 8 千

世帯、一般世帯総数に占める割合は約 31％（3 世帯に 1 世帯の割合）に達すると見込まれて

います。 

 

 
注１：各年 10 月 1 日現在 

注２：令和 2 年の世帯数は、総務省統計局「令和 2 年国勢調査報告」に基づく世帯について、不詳世帯をあん分補正した

世帯数（＝基準世帯数）。 

資料：東京都総務局「東京都世帯数の予測 令和 6 年 3 月」 

 

■外国人人口の推移 

 「外国人人口」によると、当圏域における在留外国人（中長期在留者1及び特別永住者）の人

口は、令和２、３年を除き、この 10 年間で増加を続けています。東京都でも同じ傾向です 

資料：東京都総務局「外国人人口（各年 10 月 1 日現在）」 

 
1中長期在留者：出入国管理及び難民認定法上の在留資格をもって我が国に在留する外国人のうち、次の①から④までの

いずれにもあてはまらない者。①「３月」以下の在留期間が決定された者 ②「短期滞在」の在留資格が決定された者 

③「外交」又は「公用」の在留資格が決定された者 ④ ①から③までに準じるものとして法務省令で定める者 
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 「在留外国人統計」で国籍別に見ると、当圏域では中国、韓国、フィリピン、ベトナムの順

で割合が高く、中国と韓国で約 5 割を占めています。東京都も概ね同じ傾向ですが、全国では

ベトナムが２番目に高い割合となっています。 

 

資料：出入国管理庁「在留外国人統計（令和 5 年 6 月現在）」 

 

 在留資格別に見ると、東京都と比較して、当圏域では留学や技術・人文知識・国際業務の割

合が低く、特定技能・技能実習や永住者・特別永住者の割合が高い状況です。全国では、特定

技能・技能実習の割合が高く、永住者・特別永住者に次いで２番目に多い状況です。 

 

資料：出入国管理庁「在留外国人統計（令和 5 年 6 月現在）」 
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3 出生及び死亡の状況 

■出生率及び出生数（人口千対）の推移 

東京都の出生数は平成 27 年をピークに減少しています。当圏域の出生数は平成 27 年及び

平成 30 年に前年を上回りましたが減少傾向にあり、令和 4 年は 4,505 人でした。 

出生率については、当圏域の値は東京都の値より低く、出生数と同様に平成 27 年及び平成

30 年に前年を上回りましたが、減少傾向が続いています。婚姻数の減少、晩婚化、新型コロ

ナウイルス感染症の発生の影響等により、令和 4 年の当圏域の出生率は、6.0 でした。 

資料：東京都保健医療局「人口動態統計」 
 

■合計特殊出生率の推移 

合計特殊出生率とは、１人の女性が一生涯に産む子どもの数の平均に相当します。東京都の

値は平成 23 年以降上昇し、平成 27 年及び平成 28 年は 1.24 となりましたが、その後減少

に転じ、令和 4 年は 1.04 です。当圏域では、平成 22 年以降上昇傾向が続きましたが、平成

27 年の 1.35 をピークに減少傾向にあり、令和 4 年は 1.15 となっています。 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」、東京都保健医療局「人口動態統計」
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■死亡数及び死亡率（人口千対）の推移 

東京都及び当圏域の死亡数は増加を続け、令和 4 年は東京都約 13 万 9 千人、当圏域約 8

千 500 人でした。 

死亡率1については、東京都の値より高く、高齢化の進展に伴い増加傾向が続いています。令

和 4 年は、東京都 10.4、当圏域 11.3 でした。 

  

資料：東京都保健医療局「人口動態統計」 

 

■主要死因別死亡割合及び標準化死亡比 

 東京都保健医療局の「令和 4 年 人口動態統計」に基づく、圏域の主要死因別死亡割合（令

和 4 年）は、悪性新生物が 25.4%、心疾患（高血圧性を除く。）が 15.6%、老衰が 11.4%、

脳血管疾患が 6.2%であり、上位４疾患で死因の約 59%を占めています。 

前回プラン策定時の最新

データである平成 28 年と

比 較 し て 悪 性 新 生 物

（31.2%→25.4%）、肺炎

（8.7%→4.6%）が減り、心

血 管 疾 患 （ 14.5% →

15.6%）、老衰（5.8%→

11.4%）が増えています。

死因順位は、老衰が第 5 位

から第 3 位に上がり、肺炎

が第 3 位から第 5 位に下が

っています。 

資料：東京都保健医療局「人口動態統計 令和 4 年（未掲載資料）」 

 

 
1 死亡率（人口千対）：その年の死亡数÷その年の 10 月 1 日現在の人口×1000 
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東京都を 100 とした場合の圏域の主要疾患別標準化死亡比は、男性の胃がん、大腸がん、

心疾患（高血圧性を除く。）、女性の胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、心疾患（高血圧性を

除く。）、脳血管疾患については都より高くなっています。 

資料：東京都保健医療局「人口動態統計 令和 4 年（未掲載資料）」 

   東京都保健医療局「衛生統計資料（令和 4 年 10 月 1 日現在の年齢構成別推計人口）」 

 
標準化死亡比 
年齢調整死亡率と同様、年齢構成の差による影響を除き、死亡率を他の集団と比較することがで

きるよう調整した指標で、対象集団（当圏域）の各年齢人口が、基準集団（ここでは東京都）と同

じ死亡率で死亡したと仮定して計算される期待死亡数の和と、対象集団で実際に死亡した数の比。

この値が 100 より高い場合は、標準より死亡率が高いと判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 女 男 女 男 女 女 女 男 女 男 女

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮がん
心疾患

（高血圧性を除く）
脳血管疾患
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4 介護保険の認定状況 

■高齢者数と要介護・要支援認定率の推移 

下記のグラフは、当圏域の高齢者数と要介護・要支援の認定を受けている高齢者の割合の推

移を示しています。圏域の高齢者数は、平成 30 年には約 18 万 5 千人でしたが、5 年後の令

和 5 年には約 6 千人増の約 19 万 1 千人になりました。 

一方、東京都の要介護認定率は年齢と共に上がり、85 歳から 89 歳では 5 割程度、90 歳

以上では 8 割程度となっています。当圏域でも平均寿命の延伸により、人数・率とも少しずつ

増加しています。 

資料：東京都福祉保健局「介護保険事業状況報告」 

 

介護保険の要支援・要介護認定者の内訳については、当圏域と都全体とを比較すると、当

圏域の方が要支援 2～要介護 1 の方の割合が高く、要支援 1 と要介護２～５の方の割合が

低くなっています。 

 

資料：東京都福祉保健局「介護保険事業状況報告（月報 令和 5 年 3 月）」 
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また、当圏域の区分ごとの認定者数の推移をみると、要支援～要介護１の方の増加率が要介

護２～５までの方の増加率を上回っています。 

資料：東京都福祉保健局「介護保険事業状況報告（月報 各年 3 月末時点）」 

 

資料：東京都福祉保健局「介護保険事業状況報告（月報 各年 3 月末時点）」 
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５ 平均寿命と 65 歳健康寿命 

■平均寿命 

平均寿命は出生時（０歳）における平均余命のことをいい、保健福祉水準を総合的に示す指

標の一つです。「令和 2 年 市区町村別生命表」によると、平均寿命は、全国では男性 81.5

歳、女性 87.6 歳、東京都では男性 81.8 歳、女性 87.9 歳となっています。圏域では、男性

は小平市の 82.4 歳、女性は西東京市の 88.5 歳が最高となっています。それぞれ平成 27 年

と比較すると、男性は 0.8 歳、女性は 0.5 歳延びています。 

 

資料：厚生労働省「令和 2 年 市区町村別生命表」 

 

■65 歳健康寿命 

近年は寿命を伸ばすだけでなく、いかに健康に生活できる期間を伸ばすかに関心が高まっ

ています。「健康寿命」は、日常的に介護を必要とせず、自立した生活ができる生存期間のこ

とで、東京都においては「65 歳健康寿命」を指標にしています。 

下表は、65 歳に達した住民が「要支援１」以上の介護認定を受けるまでの期間を算出した

ものです。令和 4 年の圏域の 65 歳健康寿命（東京保健所長会方式）1（Ｂ）は、男性 81.37

歳、女性 83.04 歳で、男女ともに東京都全体よりも高い数値となっています。 

 
資料：東京都保健医療局調べ 

 
1 65 歳健康寿命（東京保健所長会方式）：現在 65 歳の人が、要介護認定を受けるまでの状態を“健康”と考え、要介護

認定（“障害“）を受けた年齢を平均的に表すもの。「A：要介護２以上」「B：要支援１以上」の 2 つのパターンで算出 

  65 歳健康寿命（歳）＝65（歳）＋65 歳平均自立期間（年） 
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平成 24 年から令和 4 年までの 10 年間で、圏域の 65 歳健康寿命Ｂ（要支援 1 以上の場

合）は、男性で 0.28 歳、女性で 0.35 歳延びています。一方、要介護・要支援認定を受けて

からの期間を指す平均障害期間も、男性 0.19 年、女性 0.05 年延びています。 

 

注：各年とも左が 65 歳健康寿命 B（歳）、右が平均障害期間（年） 

資料：東京都保健医療局調べ 
 

また、65 歳に達した圏域の住民が「要介護２」以上の介護認定を受けるまでの期間を算出

した令和 4 年の圏域の 65 歳健康寿命（Ａ）（障害を要介護２以上とした場合）についても、

男性 83.09 歳、女性 86.28 歳で、男女ともに東京都全体よりも高い数値となっています。 

  
資料：東京都保健医療局調べ 

 

圏域の 65 歳健康寿命Ａ（要介護２以上の場合）は、平成 24 年から令和 4 年までの 10 年

間で、男性で 0.6 歳、女性で 0.82 歳延びています。一方、要介護・要支援認定を受けてから

の平均障害期間は、男性 0.13 年、女性 0.42 年短縮されています。 

 
注：各年とも左が 65 歳健康寿命 A（歳）、右が平均障害期間（年） 
資料：東京都保健医療局調べ 

 

65歳健康寿命Ｂ（障害期間＝要支援１以上の場合）と平均障害期間

東京都 80.74 2.97 81.10 3.31 81.25 3.20

当圏域 81.09 3.05 81.38 3.35 81.37 3.24

東京都 82.47 6.30 82.67 6.69 82.93 6.38

当圏域 82.69 6.30 82.79 6.65 83.04 6.35

平成24年 平成29年 令和4年

男
性

女
性

区分

65歳健康寿命Ａ（障害期間＝要介護２以上の場合）と平均障害期間

東京都 82.02 1.69 82.68 1.73 82.83 1.62

当圏域 82.49 1.65 83.06 1.67 83.09 1.52

東京都 85.16 3.60 85.79 3.58 86.01 3.30

当圏域 85.46 3.53 85.94 3.50 86.28 3.11

女
性

区分 平成24年 平成29年 令和4年

男
性
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第３節 保健医療福祉資源の状況 

１ 病院数及び病院病床数 

令和 4 年の医療施設（動態）調査によると、令和 4 年 10 月 1 日現在、圏域内の病院（一

般病院、精神病院）の総数は 42 施設です。当圏域の人口 10 万人当たりの病院数は 5.6 で、

東京都の 4.5 を上回っています。 

病院機能連携の中核を担う地域医療支援病院として、公立昭和病院、東京病院、複十字病院、

東京都立多摩北部医療センターの 4 病院が都知事の承認を受けています。 

 

資料：東京都保健医療局「東京都の医療施設－令和 4 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書－」 

   東京都総務局「東京都の人口（推計）」（令和 4 年 10 月 1 日現在） 

 

当圏域の令和 4 年 10 月 1 日現在の病床数は 8,355 床です。人口 10 万人当たりの病床

数は 1,113.0 床で、東京都の 891.5 床を上回っています。 

当圏域は、昭和初期から結核療養の地として発展し、多くの結核病床を持つ東京病院や複

十字病院などがあります。そのため、都の結核病床の半数を占め、他圏域から相当数の結核

患者を受け入れています。 

また、国立精神･神経医療研究センター病院等、精神科病院や精神病床が比較的多い地域で

す。 

 
資料：東京都保健医療局「東京都の医療施設－令和 4 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書－」 

   東京都総務局「東京都の人口（推計）」（令和 4 年 10 月 1 日現在） 

 

当圏域 東京都 当圏域 東京都

病院総数 42 629 5.6 4.5

一般病院 34 581 4.5 4.1

精神科病院 8 48 1.1 0.3

（再掲）地域医療支援病院 4 50 0.5 0.4

（再掲）救急告示病院 19 306 2.5 2.2

（再掲）療養病床を有する病院 14 230 1.9 1.6

病院数 人口10万対
区分

当圏域 東京都 当圏域 東京都

病床総数 8,355        125,152    1,113.0 891.5 

精神病床 2,133        20,856      284.1 148.6 

感染症病床 6               145           0.8 1.0 

結核病床 216           449           28.8 3.2 

療養病床 1,587        21,912      211.4 156.1 

一般病床 4,413        81,790      587.8 582.6 

区分
病床数 人口10万対
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資料：東京都保健医療局「東京都の医療施設－令和 4 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書－」 

   東京都総務局「東京都の人口（推計）」（令和 4 年 10 月 1 日現在） 

 

２ 一般診療所・歯科診療所・薬局・訪問看護ステーション数 

 当圏域における令和 4 年 10 月 1 日現在の一般診療所・歯科診療所数、令和 5 年 3 月 31

日現在の薬局数、令和 5 年 6 月 1 日現在の訪問看護ステーション数は下表のとおりです。 

人口 10 万人当たりの数は、いずれも東京都を下回っています。 

 

資料：東京都保健医療局「東京都の医療施設－令和 4 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書－」 

   東京都福祉局・保健医療局「福祉・衛生 統計年報（令和 4 年度）」 

   東京都保健医療局「医療機関名簿 令和 5 年」 

   東京都総務局「東京都の人口（推計）」（令和 4 年 10 月 1 日現在） 

   東京都総務局「東京都の人口（推計）」（令和 5 年 10 月 1 日現在） 

 

３ 保健所・保健センター  

 保健所は、地域保健に関する中心的機関として、地域住民の健康の保持及び増進を図るため、

地域保健法に基づき設置されています。保健センターを設置する市町村と連携を図り、専門的・

技術的支援や地域特性に応じた事業を推進しています。 

 保健センターは健康相談、保健指導と健康診査、その他の地域保健に関し、地域住民に身近

な対人保健サービスを総合的に行う拠点として、地域保健法に基づき市町村が設置しています。 

当圏域には保健所が 1 所、保健センター等が 6 所設置されています（令和 5 年 4 月現在）。 

当圏域 東京都 当圏域 東京都

501 14,689 66.7 104.6

有床診療所（同　上） 8 314 1.1 2.2

368 10,696 49.0 76.2

348 7,065 46.3 50.1

86 1,631 11.4 11.6

区分
施設数 人口10万対

歯科診療所（令和4年10月1日現在）

訪問看護ステーション数（令和5年6月1日現在）

一般診療所（令和4年10月1日現在）

薬　　　局（令和5年3月31日現在）

284.1 

148.6 

感染症病床0.8

感染症病床1.0 

28.8 

結核病床3.2 

211.4 

156.1 

587.8 

582.6 

1,113.0 

891.5 

0.0 200.0 400.0 600.0 800.0 1,000.0 1,200.0

当圏域

東京都

病床数（人口10万対）

精神病床 感染症病床 結核病床 療養病床 一般病床
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４ 高齢者福祉施設 

 高齢者福祉施設の整備状況を 65 歳以上人口 10 万対で比較すると、特別養護老人ホームや

介護老人保健施設は施設数・定員数ともに東京都より多く、一方で有料老人ホームや認知症高

齢者グループホームはいずれも少なくなっています。 

 

資料：東京都福祉局調べ（令和 5 年 11 月 1 日現在） 

東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口 令和 5 年 1 月」 

 

５ 保健医療従事者 

令和 2 年の「医師・歯科医師・薬剤師統計」等によると、当圏域の医療従事者数を人口 10

万人あたりの人数で比較すると、准看護師、言語聴覚士、管理栄養士、栄養士等は東京都を上

回っていますが、医師等多くの職種で東京都を下回っています。 

また、医師・歯科医師・薬剤師・看護師の平成 26 年からの推移をみると、いずれもおおむ

ね増加傾向にあります。 

  

資料：東京都福祉保健局「医師・歯科医師・薬剤師統計 東京都集計結果報告（平成 26～令和 2 年）」 

東京都福祉保健局「福祉・衛生 統計年報（平成 27～令和 3 年度）」 

総務省「人口推計（平成 26～令和 2 年）」 

   東京都総務局「東京都の人口（推計）（補正）（平成 26～令和 2 年）」 

当圏域 東京都 当圏域 東京都

施設数 38 583 19.9 18.6

定員数 3,520 53,405 1,839.2 1,702.0

施設数 15 203 7.8 6.5

定員数 1,567 21,963 818.8 699.9

施設数 61 1,079 31.9 34.4

定員数 3,380 66,460 1,766.1 2,118.0

施設数 42 718 21.9 22.9

定員数 737 12,604 385.1 401.7
認知症高齢者グループホーム

区分
施設数・定員数 65歳以上人口10万対

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

有料老人ホーム
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保健医療従事者の状況 

 

※従事者数は常勤換算した値である。 

※医師、歯科医師及び薬剤師は令和 2 年 12 月 31 日現在、保健師、助産師、看護師、准看護師、歯科衛生士及び歯科技

工士は令和 4 年 12 月 31 日現在、上記以外は令和 2 年 10 月 1 日現在。 

資料：東京都福祉保健局「医師・歯科医師・薬剤師統計 東京都集計結果報告－令和 2 年 12 月実施－」 

東京都福祉局・保健医療局「福祉・衛生 統計年報（令和 4 年度）」 

東京都福祉保健局「東京都の医療施設－令和 2 年医療施設（静態・動態）調査・病院報告結果報告書－」 

東京都福祉保健局「東京都の人口（推計）（補正）」（令和 2 年 10 月１日現在） 

東京都福祉保健局「東京都の人口（推計）（補正）」（令和 4 年 10 月１日現在） 

 

 

  

当圏域 東京都 当圏域 東京都

医師 1,511 48,072 201.6 342.2

歯科医師 488 17,245 65.1 122.8

薬剤師 1,938 52,842 258.6 376.2

保健師 188 4,821 25.0 34.3

助産師 136 4,184 18.1 29.8

看護師 5,917 125,480 788.2 893.9

准看護師 785 11,291 104.6 80.4

歯科衛生士 532 15,832 70.9 112.8

歯科技工士 97 3,435 12.9 24.5

理学療法士 326.6 6,831.6 43.6 48.6

作業療法士 173.3 3,236.6 23.1 23.0

言語聴覚士 72.6 1,294.1 9.7 9.2

診療放射線技師 190.6 4,592.7 25.4 32.7

診療エックス線技師 1.6 12.3 0.2 0.1

臨床検査技師 229.4 6,019.2 30.6 42.8

衛生検査技師 0.0 10.5 0.0 0.1

管理栄養士 112.1 1,861.4 15.0 13.3

栄養士 23.5 397.4 3.1 2.8

区分
従事者数 人口10万対
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６ 入院の状況 

令和 2 年実施の患者調査によると、二次保健医療圏ごとの推計患者数（入院）のうち、当圏

域内の病院に入院する割合（域内完結率）は 64.5％で、13 圏域中で西多摩、南多摩、区西北

部に次いで高く、東京都の平均（60.0％）を上回っています。また、当圏域内の病院への他圏

域からの流入患者割合 38.3%に対して、流出患者割合は 35.5%で流入超過になっています。 

資料：厚生労働省「患者調査」（令和 2 年 10 月 1 日現在） 
 

 また、平成 25 年の患者の受療動向を年齢階級別に令和 7 年の人口で引き延ばして算出した

二次保健医療圏間の患者の流出入状況（下図）では、特に慢性期に他圏域から流入が多くなっ

ています。 

資料：東京都保健医療局「東京都保健医療計画」（令和 6 年 3 月改定） 
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資料：厚生労働省「患者調査」（令和 2 年 10 月 1 日現在） 
 

 また、平成 25 年の患者の受療動向を年齢階級別に令和 7 年の人口で引き延ばして算出した

二次保健医療圏間の患者の流出入状況（下図）では、特に慢性期に他圏域から流入が多くなっ

ています。 

資料：東京都保健医療局「東京都保健医療計画」（令和 6 年 3 月改定） 
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７ 介護サービスの状況 

サービス受給者の中で、居宅介護サービスと施設介護サービスの受給者の割合を比較する

と、当圏域では、施設介護サービス受給者の割合が都全体に比べてやや高い傾向にあります。 

注：令和 5 年 1 月末現在 

資料：東京都福祉局・保健医療局「福祉・衛生 統計年報（令和 4 年度）」 
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